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９
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日
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（詳
細

は
裏
面
に
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加増みつ子  遠山ちえ子  

関戸  勇  佐野  太一 

   予定候補 本田かずなり 

集まった１５３２筆の署名は、

子育て世代だけでなく、多くの市

民の皆さんから寄せられた貴重な

ものです。総務文教委員会の意見

陳述で「全国的に広がる学校給食

費無償化は、茨城県内でも、完全無

償化６、中学校だけ１、期間限定１

０、一部補助が１０自治体。県全体

で６１％に広がる中、取手市は２

０２１年、１ヶ月２００円の値上

げ、県下一高い給食費に。物価高騰

で家計が大変な時、子育て支援策

として給食費無償化を」「食材を安

く仕入れ、質の低下につながらな

いよう安心安全な地元産食材の拡

充、有機野菜を使った給食を」と主

張。審議の結果は、賛成２人。共産

党関戸議員は「多くの自治体での

無償化は、国による無償化を促進

する」、生活者ネット根岸議員は

「給食費無償化は必要。予算は市

側が決めること」と賛成しました。

その他の議員は、「無償化には３億

３６００万円かかる」ので、趣旨に

は同意するが、実行を求めないと

いう「趣旨採択」に賛成しました。 

本会議でも請願に賛成は、共産

党４人、無会派の 2人のみ。自民・

公明・未来会派は連名で、給食費に

ついて負担軽減を含む内容の決議

案を提出。全会一致で採択されま

した。 

（森恵美子） 

令和４年度取手駅西口都

市整備事業特別会計決算（区

画整理事業）は、歳入約１８.

７億円、歳出約１８ .４億円

（うち工事費８.３億円、補償

費約４.７億円など）。現在も

整備工事中のペデストリア

ンデッキ及び駅前広場は、２

０２３年度末完成予定です。

駅前広場整備後、開発準備

組合が仮設交通広場（Ａ街

区）に計画するマンション、

公共施設など導入を予定し

ています。 

日本共産党は、再開発事業

の見直し、撤退を求めていま

す。 

取手市定例９月議会報告（9 月 1～20 日）

中村修市長新体制下で初の本格的論戦の場となった９月定

例市議会は、４か月後に市議会議員選挙を控え、２４議員中

議長を除く全議員が一般質問に立ちました。 

日本共産党関戸勇・加増みつ子・遠山ちえ子・佐野太一市議

は、決算審査や一般質問などを通じて、民主主義、教育、防災

と街づくり、医療・福祉など、新市政の政策を質しました。 

小中学校の給食費無償化を求める請願者と議員の議論も活

発に行われました。 

中村市長あて要望書を副市長に手渡す
党議員団＝９月 27 日、取手市役所 

コロナと物価高対策によ

る国の交付金活用事業など

１５回の補正予算の増額で、

当初予算を大幅に上回る決

算額となりました。 

コロナ禍を境に、交付金な

どの活用で子育て世代の経

済支援策として給食費無償

化に踏み出す自治体が広が

る中で、取手市は食材高騰を

理由に値上げし、現在、県内

一高い給食費です。 

白山小学校の改修が行わ

れているものの、子育て・教

育、コミバスなど交通手段整

備や、災害への備えより、取

手駅西口など大型開発を優

先する一般会計決算に日本

共産党は反対しました。 

二大開発が市財政を圧迫

し、「市民福祉と生活基盤整

備は後回しにされた」と、加

増みつ子市議は取手駅西口

特別会計決算に反対討論。細

谷典男市議は「駅前開発が暮

らしの予算に影響していな

い」と反問。加増市議は、「二

大開発が暮らしの予算に大

きく影響することは、市の財

政担当も資料をもとに認め

報告している」と再反論しま

した。 

令和４年度国民健康保険

事業特別会計決算は、歳入合

計１１５.２億円、歳出合計１

０６.５億円。平等割を廃止

し、１８歳以下の均等割り減

免などで１世帯２５ ,０００

円規模の引き下げを行いま

した。それでもなお剰余金は

８.６億円と大幅黒字に、積み

立てた基金残高は前年度よ

り大幅増額の４４億円とな

りました。 

日本共産党は多額の基金

ため込みを批判、１８歳以下

の国保税均等割りの廃止、税

率の引き下げを求め国保会

計決算に反対しました。 

工事中の取手駅西口交通広場、右奥に
リボンビル左側に駅ビル（10月２日） 
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①給食無償請願 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 〇 〇 〇 〇 △ △ △ △ 〇 〇 

②一般会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

③国保会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

④西口会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

⑤ガソリン税意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 

１）取手市小中学校のすべてのクラスで少人数学級の実施 

２）学校給食費完全無償化 

３）正規保育士増員で子育て安心の取手市の実現 

４） 保育所・園の公私間格差の是正、

処遇改善を図り保育士配置は市

基準に統一 

５）学校・公共施設等すべてのトイ

レに生理用品の設置 

６）小中学校体育館にエアコン設置 

１）内水氾濫の回避へ、排水樋管のポンプ

場の増設と雨水排水整備促進 

２）道路・雨水溝の蓋掛けや排水等生活基

盤整備の促進 

３）防災ラジオの全世帯への普及促進、防

災無線の改善と拡充 

４）避難所及び避難場所に防災井戸の設置

等整備拡充 

５）取手駅東口構内の全ホームへのバリア

フリー整備 

６）誰もが使いやすい地域公共交通の充実 

７）市営住宅の拡充・家賃補助制度の創設 

８）堤防強化工事の促進と河川の定期的なしゅんせつを国、県

に求めること 

９）文巻橋の改修を国に求めること 

１）新規就農者支援、農作物の販路拡大、所得・価格補償など抜

本的支援制度の確立 ローカルフード保全施策の実施 

２）開発から農地を守り食料の自給率向上、安全・安定の食料確

保で食料危機回避に貢献する農業政策と地産地消に取り組

む 

３）「中小企業・小規模企業振興基本

条例」生かし地元商店（街）の継

続・再生へ中小業者等の産業活動

支援を具体化・推進すること。 

４）住宅・店舗リフォーム助成制度

を創設 

１）国保基金の活用で１８歳以下の均等割り全額免除。更なる

国保税引き下げを 

２）誰もが安心して暮らし続けられるよう、介護保険事業拡充

と保険料・利用料を軽減  

３）保健所増設を求め、地域保健センター業務の充実 

４）１８歳までの医療費完全無料化 

５）加齢性難聴者の補聴器購入に公

的補助を 

６）５類になっても、新型コロナ感

染防止へ引き続き取り組むこと 
１）取手のまちづくりと産業、防災と市財政に大きく影響を与

える関係者と市民への徹底した情報公開を行うこと 

２）西口再開発事業から撤退すること。駅前広場整備・区画整理

事業の速やかな完了・終息で事業費拡大に歯止めをかける

こと 

３）「桑原開発」は、地権者に寄り添い、営農希望者と土地利用

の転換希望者の両立を図り、成り行き任せの市内商業や農

業政策を改め地場産業再生への政策を進めること 

４）水害リスク、防災・街づくり、の検討・見直しを行うこと 

① 小中学校の給食費無償化と地元産食材の拡充を求める請願 〇＝採択 △＝趣旨採択（趣旨は理解するが責任取らず） 
② 令和４年度取手市一般会計決算の認定について  以下は、 〇＝賛成 ✕＝反対で表示しています。 
③ 令和４年度取手市国民健康保険事業特別会計決算の認定について    
④ 令和５年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計決算認定について  
⑤ ガソリン税の見直しを求める意見書=（ガソリン税と消費税の「二重課税」見直し・ガソリン価格引き下げ） 

 

 
給食費無償化を求め取手市議会に
請願を提出した新日本婦人の会取
手支部が発表した代表の談話を紹
介します。 

県内ではさらに、土浦市が期間

限定で無償化に踏み切り、牛久

市が無償化を公約に掲げる市長

が当選するなど無償化の流れは

広がり続けています。全国的に

見ると昨年２５４自治体で無償

化だったのが、現在４９１自治

体と２倍に広がっています。新

婦人としては、今後給食費の負

担軽減を掲げて当選した中村修

市長に、負担軽減や無償化を求

め広範な市民の皆さんと力を合

わせます。 

新日本婦人の会取手支部代表 

豪雨で５割強の住宅
が浸水被害の双葉地
域（６月３日） 

藤代小学校校庭と校舎 

広大な水田が広がる桑原
開発予定地域 

JA 総合医療センター 

取
手
駅
西
口
仮
説
交
通

広
場
（
10

月
２
日
撮
影
） 




